
中
一
国
語

　
情
報
社
会
に
つ
い
て
　

　
　
集
め
方
・
読
み
方
・
引
用
の
仕
方

講
師

：

羽
場 

雅
希

◆ 

今
日
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と

 

・ 

学
校
図
書
館
を
利
用
し
て
、「
言
葉
」
に

つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た

 

・ 

グ
ラ
フ
の
種
類

 

・ 

グ
ラ
フ
を
読
む
と
き
の
留
意
点

 

・ 

引
用
元
（
出
典
）、引
用
の
例
（
レ
ポ
ー
ト
）

 

・
練
習
問
題



　
学
校
図
書
館
を
利
用
し
て
、「
言
葉
」
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
　
調
べ
る
内
容
を
絞し

ぼ

り
込こ

む

　
ま
ず
は
、
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
調
べ

る
か
を
明
確
に
し
よ
う
。
何
を
目
ざ
し
て
い
る
か

が
曖あ
い
ま
い昧

だ
と
、
情
報
を
集
め
に
く
い
。
調
べ
た
い

こ
と
を
「
問
い
」
の
形
に
す
る
と
、
調
べ
る
目
的

や
内
容
が
明
確
に
な
る
。



②
　
情
報
の
調
べ
方
を
考
え
る

　 

図
書
館
で

　
調
べ
る
。

　
人
に
き
く
。

　
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
で

　
検
索さ

く

す
る
。

　
本
で
調
べ
る
。

　
→
日
本
十
進
分
類
法

　
→
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

　
→
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

　
→
図
書
リ
ス
ト
・
目
録

　 

辞
典
・
事
典
・
図ず
か
ん鑑
・
年
鑑か
ん

な

ど
で
調
べ
る
。

　
新
聞
・
雑
誌
で
調
べ
る
。

　
映
像
資
料
で
調
べ
る
。

　
身
近
な
人
に
き
く
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。

　
公
的
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る
。

　
検
索
機
能
を
使
う
。

　 

情
報
機
関
や
専
門
機
関
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
閲え

つ
ら
ん覧

す
る
。

情報が欲しい。



◆
　
グ
ラ
フ
の
種
類

　
グ
ラ
フ
の
種
類
や
特
徴ち

ょ
うと
、
情
報
を
読
み
取

る
方
法
を
理
解
し
よ
う
。

●折れ線グラフ
 ・ 時間の推移に応じた数量の

変化を示す。
 ・数量の変化を捉

とら

えやすい。

●棒グラフ
 ・ 棒の高さによって、数量を

示す。
 ・数量の大小を比較

かく

しやすい。

学校図書館の月別貸し出し冊数7月の読書冊数（1年1組30人）

4　   5　  6　  7  　8　   9（月）0　   1　  2　  3  　 4　   5〜（冊）

（冊）（人） 250

200

150

100

50

0

10
8
6
4
2
0



●円グラフ
 ・ 円全体に対して、各項

こうもく

目の
占める割合を示す。

 ・全体の割合を捉えやすい。

●帯グラフ
・ 帯全体に対して、各項目の占

める割合を示す。
・全体の割合を比較しやすい。

分野別の貸し出し冊数の割合
（7月）

分野別の貸し出し冊数の割合
の比較（5月、7月）

0       20      40       60       80     100（％）

　文学
　48%

文学

50

48

15

26

22

12

13

14

歴史 芸術 その他

5月

7月

芸術　
12%

歴史　　
26%

その他　　
14%



◆
　
グ
ラ
フ
を
読
む
と
き
の
留
意
点

　
グ
ラ
フ
を
読
む
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

に
気
を
つ
け
よ
う
。

●
　
統
計
の
取
り
方

 

・ 

調
査
の
時
期
、
対
象
、
対
象
全
体
の
数
。

●
　
軸じ
く

や
目
盛
り
の
取
り
方

 

・ 

単
位
が
一
定
か
。単
位
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
。

●
　
数
値
の
見
せ
方

 

・ 

大
き
な
文
字
や
派
手
な
色
で
特
定
の
数
値
だ

け
を
目
立
た
せ
て
い
な
い
か
。

○○市の人口
（①・②とも同じデータ）

①

②（年）

（年）

2021

2021

2022

2022 13800人

2023

2023

0       5000  10000 15000（人）

0    12500  13000 13500（人）



●
　
統
計
の
出
典

 
・ 
信
頼ら

い

で
き
る
機
関
や
組
織
か
ら
示
さ
れ
た
も

の
か
。



◆
　
引
用
元
（
出
典
）

（資料 A）〈国語ニュース〉
「さわり」「ぞっとしない」半数以上が本来とは違

ちが

う使い方
2017年9月○日：配信

　文化庁が行った「国語に関する世論調
査」で、半数以上の人が「さわり」「ぞ
っとしない」という言葉を本来とは別の
意味で使っていることがわかりました。
　特に「ぞっとしない」は、本来の意味
とは異なる「おそろしくない」を選んだ
人が、本来の意味で使っている人の約
2.5 倍に上がりました。また、調査対象
となった全ての世代で、本来の意味で使
っている人の割合を上回っています。
　本来の意味とは異なる使い方が、これ
ほど広く浸

しんとう

透している現状を考えると、
どちらの意味で使っても、言いたいこと
が伝わらないおそれがありそうです。

どちらの意味だと思うか

平成 28 年度「国語に関する世論調査」
から○は本来の使い方。
数学は回答率（%）

「さわり」

○話などの要点のこと 36.1

　話などの最初の部分のこと 53.5

「ぞっとしない」

○おもしろくない 22.8

　おそろしくない 56.1

「知恵
え

熱」
○乳幼児期に突然（とつぜん）
起こることのある発熱 45.6

　深く考えたり頭を使ったり
した後の発熱 40.2



（
資
料
B
）

言
葉
は
生
き
物

　「
と
て
も
寒
い
」
と
い
う
表
現
に
、
違
和
感
を

覚
え
る
人
は
い
る
だ
ろ
う
か
。
現
代
で
は
ご
く
一

般
的
に
用
い
ら
れ
る
表
現
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
何
の
疑
問
も
も
た
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ほ
ん
の
百
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、「
私
に
は
、
と
て

も
で
き
な
い
」
の
よ
う
に
、「
〜
な
い
」
を
と
も

な
う
用
法
が
「
正
し
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
代
や
世
代
と
と
も
に
言
葉
の

意
味
や
用
法
が
変
化
し
て
い
く
事
例
は
多
く
あ

る
。
言
葉
は
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
過か

び
ん敏
に
な

る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
定
着
に
至
る
過か

と度
期

に
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

相
手
に
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
相
手
の
「
常

識
」
に
即そ

く

し
て
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
。

変化する日本語　青空選書 285
2018年4月1日：第 1 刷発行
著者：山川 夏子
発行者：海野 大
発行所：青空出版
〒 140-××× 東京都品川区□
□ 8-3-1
印刷：さくら印刷
製本：ひかり製本所

（資料 B：奥付）



◆
　
引
用
の
例
（
レ
ポ
ー
ト
）

「
言
葉
の
変
化
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か

５
．
考
察

　「
変
化
す
る
日
本
語
」
を
書
い
た
山
川
夏
子
氏
は
、

「
言
葉
は
変
化
す
る
も
の
」
と
捉
え
た
う
え
で
、「
た

だ
し
、
定
着
に
至
る
過
渡
期
に
お
い
て
は
、（
中
略
）

注
意
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
る
。「
国
語
に
関
す
る

世
論
調
査
」
で
よ
く
話
題
に
な
る
、
言
葉
の
意
味
や

使
い
方
の
変
化
も
、
ま
さ
に
こ
の
例
に
当
た
る
だ
ろ

う
。

　「
さ
わ
り
」「
ぞ
っ
と
し
な
い
」
な
ど
、
本
来
と
は

異
な
る
使
い
方
が
定
着
し
て
い
る
場
合
、「
ど
ち
ら

の
意
味
で
使
っ
て
も
、
言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
な

い
お
そ
れ
」（「
国
語
ニ
ュ
ー
ス
」）
が
あ
る
。
本
来

の
使
い
方
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
使
う
場
合
や
相
手
に
応
じ
て
、
誤
解

を
生
ま
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た
。

　
前
述
の
山
川
氏
は
、
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。「
相

手
に
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
相
手
の
「
常
識
」

に
即
し
て
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
。」

　
言
葉
の
変
化
を
柔じ

ゅ
う
な
ん軟
に
受
け
入
れ
つ
つ
、
そ
の

表
現
が
相
手
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
る
か
を
考
え
て
、

普ふ

だ

ん段
自
分
の
使
っ
て
い
る
言
葉
を
見
直
し
た
い
。



６．参考文
ぶんけん

献

 ・「変化する日本語」山川夏子　青空出版　2018年刊

 ・「『さわり』『ぞっとしない』半数以上が本来とは違う使いかた」

国語ニュース　2021年6月30 日閲覧

URL：https://kokugo-news.co.jp/articles/2017/news082/



◆
　
引
用
の
し
か
た

● 
引
用
文
　
引
用
部
分
は
か
ぎ
（
　「
　
」）
で
く

く
る
か
、
前
後
に
行
を
空
け
て
一
、二
字
下
げ

る
か
し
て
、自
分
の
文
章
と
区
別
す
る
。
誤
字
・

脱だ

つ

じ字
が
な
い
よ
う
に
、
正
確
に
抜ぬ

き
出
す
。

● 

出
典
の
明
記
　
著
作
権
に
留
意
し
、
出
典
（
引

用
元
の
本
や
資
料
の
名め

い
し
ょ
う称
）
を
明
確
に
示
す
。

● 

留
意
点
　
引
用
部
分
は
、
必
要
最
低
限
の
範は

ん
い囲

に
絞
る
。

◆
　
出
典
の
示
し
方

● 

本
・
資
料
　
奥お

く

付
の
著
名
、
著
者
名
の
他
、
必

要
に
応
じ
て
発
行
所
名
、
発
行
年
、
引
用
部
分

の
ペ
ー
ジ
な
ど
を
示
す
。

● 

新
聞
　
新
聞
の
名
称
、
発
行
所
名
、
発
行
日
、

朝
刊
・
夕
刊
の
別
な
ど
を
示
す
。

● 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
名
称
と
ア

ド
レ
ス
、
ア
ク
セ
ス
日
を
示
す
。

● 

留
意
点
　
図
・
表
・
グ
ラ
フ
、
絵
や
写
真
を
引

用
す
る
と
き
も
、
出
典
を
示
す
。



【
第
一
問
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
る
と
き
の
検
索

方
法
と
注
意
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。（
　
　
）
に
当

て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

①
　
情
報
の
検
索
方
法

● 

知
り
た
い
情
報
の
（
　

　
）
を
入
力
し
て
検
索

す
る
と
、
そ
の
言
葉
に
（
　

　
）
の
あ
る
情
報

を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

● 

（
　

　
）
が
多
す
ぎ
た
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
増

や
し
て
絞
り
込
む
。

● 

関
連
す
る
本
や
資
料
の
（
　

　
）
を
つ
け
る
と

き
に
も
役
立
つ
。

②
　
情
報
の
信
頼
性
の
確
認

● 

い
つ
、（
　

　
）
が
、
ど
ん
な
目
的
で
発
信
し

た
も
の
か
を
確
か
め
る
。

●
複
数
の
情
報
を
（
　

　
）
す
る
。

ア
、
比
較
　
　
イ
、
関
係
　
　
ウ
、
検
索
結
果

エ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
　
　
オ
、
だ
れ
　
　
カ
、
見
当



【
第
二
問
】

　
次
の
場
合
は
、
著
作
権
の
侵し

ん
が
い害
に
な
り
ま
す
か
。

侵
害
に
な
ら
な
い
も
の
に
は
○
、
侵
害
に
な
る
も
の

に
は
×
を
書
き
な
さ
い
。

① 

　
な
く
な
っ
て
か
ら
九
十
年
た
つ
著
作
者
の
詩
の

全
文
を
、
無
許
可
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
個
人
の

ブ
ロ
グ
に
掲け

い
さ
い載
し
た
。
　
　
　
　
　
　（
　

　
）

② 

　
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
き
に
、
図
書
館
の
本
に
の

っ
て
い
た
図
表
を
引
用
し
た
が
、
著
作
者
の
許
可

を
得
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
　

　
）

③ 

　
著
作
者
の
許
可
を
得
ず
に
、
好
き
な
ア
ニ
メ
の

イ
ラ
ス
ト
を
ま
ね
て
か
き
、
欲
し
い
と
い
う
人
に

千
円
で
売
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
　

　
）

④ 

　
著
作
者
に
イ
ラ
ス
ト
を
本
に
掲
載
す
る
許
可
を

得
た
後
で
、
本
の
編
集
上
の
都
合
で
イ
ラ
ス
ト
の

一
部
を
改
変
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
　

　
）

⑤ 

　
新
聞
記
事
の
一
部
を
、
出
典
を
明
記
し
た
う
え

で
授
業
で
必
要
な
範
囲
だ
け
引
用
し
た
が
、
新
聞

社
の
許
可
は
得
な
か
っ
た
。
　
　
　
　（
　

　
）


